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自治体情報システムの標準化・ガバメントクラウド移行後の
システム運用経費問題について
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国・地方デジタル共通基盤推進連絡協議会ワーキングチーム（第３回）



第10回デジタル行財政改革会議（4/22）における平デジタル大臣発言＜抜粋＞
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○ 自治体の基幹業務システムの標準化は、ガバメントクラウドの活用と併せて、自治体の人的・財政的負担の軽減等を目指し、原則、今年度
末の移行期限に向けて、各自治体における移行作業が着実に進捗しています。

○ 一方で、移行後のシステム運用経費の増加について、地方団体から懸念の声があるため、自治体の代表の方の御意見を伺いながら、システ
ム運用経費問題に対する対策を早急に取りまとめてまいります。

【抜粋】第10回デジタル行財政改革会議（4/22）における平デジタル大臣提出資料



第10回デジタル行財政改革会議（4/22）における山口県知事・山形市長発言

2

（山形市長）
○ まずは、平大臣からお話がありましたが、自治体の基幹業務システム
につきまして、ガバメントクラウド移行後の運用経費の抑制に取り組んで
いただき、対策を取りまとめていただくということで、大変ありがたく思ってお
ります。よろしくお願いします。

○ 一方で、いわゆる移行経費については、現在、総務省で、補助上限額
について検討中と理解しておりますけれども、ぜひこちらもよろしくお願いし
たいと思います。

＜以下略＞

【抜粋】第１０回デジタル行財政改革会議(4/22)における村岡構成員提出資料



第10回デジタル行財政改革会議（4/22）における総理指示（抜粋）
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（平大臣）
○ （前略）標準化ガバメントクラウド移行後のシステム運用経費問題については、国・地方デジタル共通基盤推進連絡協議会ワーキン
グチームで、自治体の代表の方の御意見を伺いながら、総合的な対策を早急に取りまとめる必要があります。

＜中略＞

（石破総理）
○ 本日は、デジタルを活用した地方創生２．０の取組をお伺
いするとともに、「デジタル行財政改革２０２５」の取りまとめ
に向けた議論を行いました。関係閣僚は、平大臣から説明し
た項目も踏まえ、特に、以下の３点を中心に、６月の取りま
とめに向け、デジタル行財政改革を加速・深化させてください。

＜後略＞


